
かながわコミュニティカレッジ連携講座

これからの地域づくりに必要な
コーディネート機能とは？
事例に学び考える学習会

２０１９年２月６日 水 １４：００～１７：００

定員３０名 お申込多数の際は抽選

かながわコミュニティカレッジ講義室
（横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2 かながわ県民センター11階）

お申込方法・プログラム詳細は裏面に

第１部

第２部

14：00～15：00

オープニングレクチャーと事例紹介
講師：名和田 是彦 （法政大学法学部教授）

事例紹介：塩沢和美さん （みた・まちもりカフェを運営）
織田俊美さん （こみゅに亭カフェを運営）

15：10～17：00

ディスカッションとグループトーク

主催 一般社団法人ソーシャルコーディネートかながわ

contact＠soco-kana.jp https://soco-kana.jp/

地縁組織と

NPO・大学・

企業・行政等の

協働に関心を
お持ちの皆様に
お勧めの講座です

受講者全員に

「コミュニティカフェ
ガイドブック（神奈川
55選）」を差上げます

MAIL ＵＲＬ

進行：田代 美香（認定NPO法人ぐらす・かわさき）

地縁組織と

NPO・大学等の

協働を生み出す

コーディネートの
ありかたを考える

受講者
募集

受講料１５００円

お申込み締切
2019年1月25日

協力 認定NPO法人ぐらす・かわさき

主催



【申込方法】
①氏名②所属団体③連絡先メールアドレスを明記のうえ、
下記メールアドレスまでお申込ください。

申込先Mail： contact＠soco-kana.jp

【受講決定・受講料の納付方法】
申込期限終了後、受講決定連絡をメールでお知らせします。
受講が決まった方は、メールでお知らせする期日までに
受講料を指定口座にお振込みください。
（お振込みが間に合わない方に限り、講座当日に現金で承ります）

【問合せ先】
一般社団法人ソーシャルコーディネートかながわ
（藤沢市藤沢577 寿ビル301）

Mail：contact＠soco-kana.jp 電話：070-6460-2221

プログラム
共助の社会づくりの担い手を生み出し、つなぎ、受け入れる場として、町内会・自治会などの地域型
コミュニティ団体の役割が期待されています。また、地域を超えて専門分野で力を発揮するNPOには、
地縁型コミュニティ団体とのネットワークづくり、パートナーシップ形成が期待されています。そして、
近年では大学における地域連携も盛んになってきました。
地域の中でそれぞれの主体が持つ強みを生かし、協働して地域課題を解決していく動きはどのように
して生み出されるのか、そこに介在するコーディネーターとはどのような存在・役割なのか。
これからの地域づくりに必要なコーディネーター機能について、事例に学び考える学習会です。

▶オープニングレクチャー
講師 名和田是彦 （法政大学法学部教授）

▶事例紹介
NPO法人三田サポートわなり代表 塩沢和美さん

明治大学、川崎市、NPO法人ぐらす・かわさきの連携から発展
みた・まちもりカフェを運営、地域の寺子屋、生活支援事業など

追浜商盛会代表 織田俊美さん
関東学院大学と連携、空き店舗対策からスタート
こみゅに亭カフェを運営、おっぱまワイン開発など

▶ディスカッション
会場からの質問も交えながら事例紹介者と意見交換します
登壇者 ：塩沢和美さん、織田俊美さん
ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ：名和田是彦
進行 ：田代美香 (認定NPO法人ぐらす・かわさき 副理事長）

▶グループトーク
参加者同士で気づきを共有します

会場アクセス
かながわコミュニティカレッジ講義室
横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2
かながわ県民センター11階

申込み・問合せ

※プログラム内容は都合により変更になる場合があります


